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シソエキスの炎症性サイトカインおよび iNOS誘導に対する効果
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【目的】シソの葉は蘇葉として鎮咳去痰，発汗などの目的で数種の漢方方剤に配
合されている。シソは食用としても古くから知られ，花粉症などのアレルギーに
効果があるとの報告があり，シソには抗炎症作用があることが期待される。そこ
で，ラット初代培養肝細胞を用いて，炎症メディエーターである NO産生に対する
シソ（Pellira frutescens f. viridis）水製エキスの効果を調べた。さらに，シソエキス
の iNOSと TNF-α mRNAおよび iNOSアンチセンス RNA1)に対する作用について
も調べた。
【方法】 Wistar系ラットから調製した初代培養肝細胞にシソエキスと IL-1β(1nM)
を添加し，8時間培養後の NO産生量を Griess法で測定した。細胞障害性の確認の
ため，培地に放出された乳酸脱水素酵素(LDH)活性を測定した。
【結果および考察】シソ水製エキス(固形分 1.66%)は，25 100μg/mL の濃度で炎
症性サイトカインである IL-1βで誘発された NO産生を濃度依存的に抑制し，この
濃度でのシソエキスの細胞障害性は認められなかった。また，シソエキスは 25
100μg/mLの濃度で iNOSと TNF-α mRNAおよび iNOSアンチセンス RNAを濃度
依存的に抑制し，iNOSタンパク質誘導に対する抑制効果を有することが示唆され
た。さらに，NO産生の抑制活性が，脂溶性画分に集中することを確認した。
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